


 

 
 

一方、テレビも、映像と音声で現実の世界を忠実に映し出すことから、いまや

現実を越えて描き出す技術を駆使して、報道に、娯楽に、新しい表現を生み出し

ました。受信方法も多様化し、どこにいても受信できるように進歩しました。 

この激しい競争のなかで、テレビ･ラジオが生き抜くためには何が必要である

かは、言うまでもありません。それは、質の高い情報を、質の高い番組コンテン

ツを送り続けることです。受け手の関心に的確に応え、安心安全、いのち･生活

を守るとともに、腹の底からの笑いを誘い、楽しめる放送こそが、視聴者の支持

を得るものと、私は確信しています。 

 

ここで、視聴者の支持を得る報道･番組を作るために気をつけていただきたい

点を、ＢＰＯの役割に沿って、二つのことについて述べたいと思います。 

まず、“視聴者が何を求めているかを的確に捉えること”です。ＢＰＯには、

１日に約50件、１年間に約２万件の視聴者意見が届きます。ほとんどが放送への

不満や批判です。視聴率が放送への視聴者の支持を計る方法の一つであることは

間違いありません。しかし逆に、視聴者の不満、物足りないと感じている声も丁

寧に聞いてほしいのです。 

ＢＰＯ青少年委員会は2011年度、放送の将来像や番組の社会的影響などについ

て調査を行い、放送局の制作者と視聴者の双方に同じ質問をしてみました。その

結果、例えば、｢不快な暴力やいじめは放送すべきではない｣に関しては、視聴者

の７割近くが｢そう思う｣と答えていますが、制作者で｢そう思う｣という回答は、

半数に満たない。｢テレビで見た好ましくない言動を子どもが真似しても、深刻

な問題ではない｣という問いに対しても、制作者の４割が賛同していますが、視

聴者の賛同は、その半分程度です。このほか、テレビ番組の子どもへの影響、番

組の受け止め方についても、制作者と視聴者の間で、大きく食い違う結果が出て

います。〔＊Ⅰ〕 

ＢＰＯが同じく2011年度に実施した視聴者調査でも、｢放送に意見を言いたい

と感じたことがある｣と答えた人は全体の半数になっています。しかし、実際に

放送局などに意見を伝えたことのあると答えた人は、７％程度です。伝えなかっ

た人の理由の中で、｢伝えても効果が見込めそうもない｣という回答が高くなって

いることにも、注目してほしいのです。〔＊Ⅱ〕 

放送が、制作者の自由な発想で作られなければならないのはもちろんですが、

それだけに、番組がどのように受け止められているかには一層、注意深くあって

ほしいと思います。苦い意見こそ、進歩のための糧として、よく聞き取るべきで

す。 

－2－








